
尖石、与助尾根遺跡の重
要性を説く勅使河原さん

尖
石
、
与
助
尾
嘩
重
要
な
遺
跡
」

監
詣
勅
使
河
原
さ
ん
が
講
演

茅
野
市
尖
石
縄
文
考
古
館
は
1
0

日
、
第
1
回
縄
文
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

同
館
ガ
イ
ダ
ン
ス
ル
ー
ム
で
開
い

た
。
第
2
回
尖
石
縄
文
文
化
賞
受

賞
者
の
勅
使
河
原
彰
さ
ん
が
講
師

を
務
め
、
今
後
の
縄
文
集
落
の
研

究
で
も
同
市
の
尖
石
、
与
助
尾
根

遺
跡
の
発
掘
成
果
が
も
た
ら
す
意

味
の
大
き
さ
を
伝
え
た
。

勅
使
河
原
さ
ん
は
講
演
で
縄
文

時
代
の
集
落
研
究
の
歴
史
や
在
野

の
考
古
学
者
、
宮
坂
等
氏
＝
初

代
同
館
長
、

県
考
古
学
会

初
代
会
長
＝

が
行
っ
た
住

居
跡
の
発
掘

が
学
会
に
与

え
た
影
響
な

ど
を
紹
介
。

宮
坂
氏
は
1

9
4
0
（
昭

和
は
）
年
に

尖
石
遺
跡
で
第
1
号
の
住
居
跡
を

発
掘
し
た
後
、
4
2
年
ま
で
に
計
3
2

の
住
居
跡
を
発
掘
し
た
。
尖
石
、

与
助
尾
根
遺
跡
で
の
発
掘
成
果
か

ら
研
究
者
に
よ
っ
て
中
央
の
広
場

を
囲
む
よ
う
に
し
て
住
居
が
環
状

的
に
配
置
さ
れ
た
環
状
集
落
論
が

提
唱
さ
れ
、
縄
文
集
落
の
研
究
で

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
高
度
経
済
成
長
に

伴
う
Ⅷ
年
代
の
活
発
な
国
土
開
発

に
よ
っ
て
開
発
前
に
行
わ
れ
る
集

落
遺
跡
の
発
掘
調
査
例
も
増
加
。

環
状
集
落
論
に
対
す
る
見
直
し
論

が
強
ま
っ
た
。
現
在
は
縄
文
時
代

の
標
準
的
な
集
落
は
住
居
数
が
3

棟
前
後
と
い
う
考
え
方
で
環
状
集

落
は
人
口
密
度
が
極
め
て
高
い
地

域
の
極
め
て
高
い
時
期
に
存
在
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。
勅
使
河
原
さ

ん
は
人
口
密
度
が
極
め
て
高
い
と

さ
れ
る
尖
石
遺
跡
、
与
助
尾
根
遺

跡
に
つ
い
て
「
縄
文
社
会
を
解
明

す
る
上
で
ま
す
ま
す
重
要
な
遺
跡

に
な
る
」
と
語
っ
た
。

次
回
は
1
0
月
ご
ろ
の
予
定
。

（
野
村
知
秀
）


